
平成 30年度当初予算のポイント 
 

Ⅰ 予算規模等 

 【当初予算額】   363.8 億円 （前年度 349.6億円） 

 ＜対前年度比： 14.2 億円（4.1％増）＞ 

【うち一般財源】  190.5億円 （前年度 184.3 億円） 

 ＜対前年度比： 6.2 億円（3.3％増）＞ 

 

Ⅱ 予算内容（主なもの） 

【歳 入】 

  ○市税     56.9億円   ※前年度 55.2億円 ＜対前年度比：  1.7億円（3.1％増）＞ 

  ○地方交付税  93.8億円  ※前年度 95.1億円 ＜対前年度比：△1.3億円（△1.4％）＞ 

    うち普通交付税  90.0億円 ＜対前年度比：△2.0億円（△2.2％）＞ 

・基準財政需要額影響分   （対前年度比）   0.4億円 

・一本算定縮減額影響分    （対前年度比）  △1.2億円 

・基準財政収入額影響分   （対前年度比）   0.0億円 

・錯誤・交付調整額影響分  （対前年度比）  △1.2億円 

※国通知の推計方法に準じて推計 

  ○繰入金     15.2億円  ※前年度  8.2億円 ＜対前年度比：7.0億円（85.4％増）＞ 

    うち財政調整基金（財源調整） 12.7億円 ※前年度 6.1億円 

＜対前年度比較：6.6億円（107.7％増）＞ 

  ○市債     85.7億円  ※前年度 56.7億円  ＜対前年度比：29.0億円（51.1％増）＞ 

      ・土木債         17.7億円   ※前年度 12.0億円  ＜対前年度比：  5.7億円（47.5％増）＞ 

     ・消防債       12.0億円   ※前年度    0億円  ＜対前年度比： 12.0億円（皆増）＞ 

・教育債      42.1億円   ※前年度  1.3億円  ＜対前年度比： 40.8億円（3108.8％増）＞ 

     ・臨時財政対策債  7.7億円   ※前年度  8.6億円  ＜対前年度比： △0.9億円（△11.1％）＞ 

・衛生債        0億円   ※前年度 30.9億円  ＜対前年度比：△30.9億円（皆減）＞ 

    ・その他事業債    6.2億円   ※前年度  3.9億円  ＜対前年度比：   2.3億円（60.7％増）＞ 

 

【歳 出】 < 第 2次宇城市総合計画 > 

  １．「復興する」まちづくり（生活基盤・社会基盤・産業基盤） 

・防災コミュニティ施設整備工事費                         1,440百万円 

   ・松橋中学校屋内運動場改築工事費                          1,154百万円 

・文化財災害復旧工事費                        33百万円 

≪熊本地震等災害関連≫ 

・熊本地震復興基金事業費（被災宅地復旧支援事業等）         367百万円 



・災害救助費（地域支え合い事業、応急修理支援費等）          248百万円 

   ・被災者生活再建支援システム導入経費（委託料・使用料）        2百万円 

   ・過年度発生災害復旧費                         196百万円 

２．「育てる」まちづくり（学校教育・子育て支援） 

・小中学校機械器具購入費（パソコン更新等）             65百万円 

・学校給食センター建築工事費                                 1,800百万円 

・学校給食センター機械器具購入費                    592百万円 

３．「住み続ける」まちづくり（生活環境・健康福祉・社会福祉） 

・行政区防犯灯ＬＥＤ交換工事費                   36百万円 

・特定不妊治療費補助金                                           3百万円 

・ピロリ菌検査業務委託料                             36百万円 

     ・河川改良費（雨水管理総合計画策定等）                     144百万円 

４．「持続する」まちづくり（産業経済・都市機能・行財政改革） 

 ・地方バス運行等特別対策補助金                   106百万円 

   ・生産総合事業補助金                         131百万円 

 ・多面的機能支払事業補助金                      194百万円 

 ・県営湛水防除事業補助金                      137百万円 

・道路新設改良事業費（長崎久具線新設改良、戸馳大橋架替等）  2,704百万円 

・旧小川支所解体工事費                        170百万円 

・地方創生推進交付金事業費                       50百万円 

５．「選ばれる」まちづくり（観光物産・移住定住） 

・金桁温泉施設建設工事費                                    100百万円 

・シェアリング回遊観光モデル構築業務委託料             10百万円 

      ・ふるさとテレワーク推進事業補助金                 20百万円 

６．「活躍する」まちづくり（雇用・男女共同参画・交流・文化スポーツ） 

 ・ふるさと納税事務一括代行業務委託料                211百万円 

・松橋総合体育文化センター大規模改修工事費             650百万円 

 

Ⅲ 主要指標 

(１)財政調整基金残高 

平成 29年度末現在高（見込）                  69.2億円 

平成 30年度基金繰入額                   △12.7億円 

平成 30年度利子等運用分積立                 0.2億円 

平成 30年度当初予算編成後（※決算剰余金積立分を除く）    56.7億円 

(２)プライマリーバランス（※原則、地方債の新規発行額を元金償還額に抑制）の状況 

○起債償還額    30.1億円（合併特例基金分 7.0億円を除く） 

○起債借入額    85.7億円        

（ 差 引 ）   △55.6億円  


